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今
年
は
台
風
が
多
い
な
あ
、
十

九
号
は
果
た
し
て
ど
う
か
、
な
ど

と
考
え
な
が
ら
、
会
員
各
位
の
集

ま
る

「静
岡
」

へ
新
幹
線
で
向
か

う
。
予
定
は
十
二
時
三
〇
分
。

ど
う
や
ら
曇
天
に
ポ
ツ
ポ
ツ
雨

の
気
配
。
久
し
振
り
の
会
員
の
顔
、

顔
。
何
時
も
な
が
ら
都
合
を
つ
け

て
お
出
で
頂
い
た
全
文
連
の
後
藤

局
長
の
元
気
な
お
顔
も
見
え
。
川

面

，
大
谷
両
部
会
長
も
、
そ
の
他

の
会
員
諸
氏
。

今
回
は
当
地
の
田
村
会
員
に
は

色
々
ご
蓋
力
願
い
、
輸
送
用
に
ワ

ゴ
ン
を
提
供
し
て
頂
き
、
事
務
局

の
小
西
美
術
か
ら
も

一
台
出
て
、

移
動
は
万
全
。

ま
ず
は
久
能
山
東
照
宮
が
第

一

日
標
。
「
日
本
平
」
駅
か
ら
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
で

「久
能
山
」
駅
へ
。
天

候
の
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
の
故
か
割
と

空
い
て
い
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
も
揺
れ

ず
に
到
着
。
社
務
所
へ
伺
う
。
担

当
の
藤
田
祢
宜
に
迎
え
ら
れ
、
菊

田
権
宮
司
、
桜
井
祢
宜
も
お
見
え
。

早
速
、
手
水
の
儀
の
後
、
拝
殿
ヘ

昇
殿
さ
せ
て
頂
き
正
式
参
拝
と
な

ＺＯ
。徳

川
家
康
公
没
後
の
元
和
三
年

か
ら
三
年
に
か
け
て
の
短
い
工
期

で
、
こ
れ
だ
け
の
造
首
を
さ
れ
た

当
時
の
設
計
と
施
工
の
伎
凧
に
敬

意
を
表
し
、
太
平
洋
の
風
と
潮
の

し
ぶ
き
の
直
撃
に
良
く
持
ち
こ
た

え
て
い
る
も
の
か
な
と
、
苛
酷
な

条
件
を
再
認
識
す
る
次
第
。

御
墓
所
で
礼
拝
を
し
て
か
ら
、

引
き
続
い
て
藤
田
祢
宜
に
御
宮
の

さ
ま
ざ
ま
な
沿
革
を
承
る
。
西
向

き
の
お
墓
の
家
康
公
の
心
境
は
、

会
員
の
皆
さ
ん
も
成
る
程
と
領
い

て
居
ら
れ
る
。
次
い
で
、
様
々
な

宝
物
で
溢
れ
か
え
る
程
の
宝
物
館

を
拝
見
し
、
流
石
と
感
服
す
る
。

社
務
所

へ
再
び
戻
り
、
全
文
連

理
事
長
で
あ
り
、
こ
の
会
報

”す

い
か
ず
ら
“
の
題
名
の
御
揮
墓
を

頂
い
て
い
る
松
浦
宮
司
は
御
健
勝

の
御
様
子
で
、
文
化
財
建
造
物
の

保
護
の
あ
り
方
、
修
理
の
処
し
方

に
鋭
い
御
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
。

我
々
の
考
え
方
や
願
望
を
指
摘
さ

れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
流
石
と
申

し
上
げ
る
他
は
な
い
。
去
り
難
き

を
辞
し
次
の
予
定
地
へ
向
か
う
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
は
宮
司
と
ご

一

緒
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
に
気
楽
に

冗
談
を
言
わ
れ
、
ゴ
ン
ド
ラ
中
に

笑
い
が
拡
が
る
。
こ
の
自
然
外
は

真
似
て
真
似
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
洒
脱
さ
を
学
ぶ
の
も
研

修
の
内
か
な
、
お
っ
と
失
礼
。

日
本
平
か
ら
静
岡
市
中
芯
部
ヘ

向
か
う
。
豪
壮
華
麗
な
建
造
物
の

た
た
ず
ま
い
は
、
背
に
し
た
緑
濃

い
神
域
と
共
に
、
都
会
の
中
の
お

や
し
ろ
を
わ
す
れ
さ
せ
る
程
の
静

寂
に
包
ま
れ
て
い
る
。
左
伴
宮
司
、

上
野
祢
宜
御
不
在
で
、
崎
山
権
祢

宜
に
御
案
内
い
た
だ
き
、
広
大
な

拝
殿
で
正
式
参
拝
を
さ
せ
て
頂
く
。

狩
野
派
二
大
画
師
の
天
丼
絵

（飛

天
な
ど
）
は
今
も
尚
鮮
烈
な
光
亡

を
放

っ
て
い
る
。
小
造
り
な
技
巧

の
詰
ま

っ
た
八
千
支
神
社
脇
の
通

路
の
石
段
を
昇
り
、
特
別
の
お
計

ら
い
を
感
謝
し
つ
つ
、
御
本
殿
に

参
拝
さ
せ
て
頂
く
。
こ
の
江
戸
中

期
の
事
業
は
、
鋳
金
具
の
品
格
の

高
さ
、
荘
重
堅
牢
な
漆
塗
り
、
自

由
自
在
に
技
術
を
疑
ら
し
た
極
彩

色
な
ど
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
々
あ

る
。
暮
股
彫
刻
の
鳴
き
う
づ
ら
の

お
話
な
ど
は
、
ま
こ
と
に
印
象
深

く
さ
も
あ
り
な
ん
と
拝
聴
す
る
。

麓
山
神
社
、
他
の
神
社
等
は
時
間

の
都
合
も
あ
り
研
修
出
来
な
か
っ

た
が
、
良
い
収
穫
を
得
て
当
神
社

を
辞
し
今
茂
の
宿

へ
急
ぐ
。

台
風
の
為
か
沖
合
に
漁
火
は
見

え
な
い
が
、
勝
景
の
海
岸
の
宿
で

久
闊
を
叙
し
、
又
文
建
協
参
与
の

五
味
盛
重
先
生
も
御
来
駕
に
な
り

賑
や
か
に
懇
親
の
宴
を
張
る
。
今

夜
で
帰
ら
れ
る
酒
井
清
会
員

（帥

さ
か
い
社
長
）
の
黄
綬
褒
章
受
章

の
御
披
露
を
さ
せ
て
頂
く
。
酒
問

の
内
に
ど
う
や
ら
次
回
総
会
の
開

催
地
も
決
ま
り
か
け
る
。

第
二
日
、
九
月
十
七
日

（水
曜
）

早
朝
、
台
風
十
九
号
の
進
路
は

九
州
を
通
過
し
、
四
国

・
中
国
地

方

へ
移

っ
て
い
る
。
当
方
は
こ
れ

で
助
か
っ
た
が
、
あ
ち
ら
も
文
化

財
が
多
い
。
無
事
を
祈
り
た
い
。

朝
食
後
、
旅
荘
の
会
議
室
で
両
先

生
の
御
講
演
を
拝
聴
す
る
。

ま
ず
御
多
忙
の
折
、
ご
出
席
頂

い
た
五
味
盛
重
先
生
か
ら

「城
郭

建
築
と
石
段
の
復
旧
整
備
に
つ
い

て
」
の
お
説
を
承
わ
る
。
豊
富
な

写
真
入
り
の
資
料
を
配
布
さ
れ
、

城
建
築
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
安
土

城
の
様
子
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

確
か
に
織
田
信
長
以
前
の
武
将
は

巨
大
な
砦

（城
）
を
築
か
な
か
っ

た
。
城
を
築
く
際
の
石
積
み
の
関

係
に
つ
き
興
味
深
い
お
話
を
伺
う
。

静
岡
県
下
の
横
須
賀
城
と
か
、
阪

神
大
震
災
後
の
明
石
城
の
様
子
と

か
石
積
み
構
造
の
変
遷
と
か
、
発

掘
で
現
れ
た
城
址
の
ロ
マ
ン
を
偲
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ぶ
お
話
と
か
、
仲
々
聴
け
な
い
珍

し
い
話
題
に
富
ん
で
倦
き
さ
せ
な

い
。
建
物
だ
け
が
文
化
財
で
は
な

い
立
派
な
実
績
が
こ
こ
に
は
あ
る

の
だ
。

全
文
連
の
後
藤
佐
雅
夫
先
生
か

ら
は

「漆
の
現
状
と
課
題
」
に
つ

い
て
伺
う
。
後
藤
先
生
は
国
産
漆

や
輸
入
漆
等
の
調
査
を
進
め
ら
れ

頭
の
中
は
す

っ
か
り
漆
に
か
ぶ
れ

て
い
る
最
中
で
す
よ
、
と
冗
談
を

仰
言
る
。
特
に
当
協
議
会
の
中
で

重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
、
別
段

（

後
記
）
に
そ
の
詳
細
を
載
せ
る
こ

と
に
し
た
い
。
他
に
桧
皮
の
採
取

者
の
原
皮
師

（業
者
は

「皮
屋
さ

ん
」
と
呼
ぶ
）
の
苦
し
い
現
状
に

つ
い
て
の
お
話
を
披
露
さ
れ
る
。

樹
が
育
つ
時
の
年
輪
に
影
響
が
あ

る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
桧
の
樹

自
体
の
値
打
ち
が
下
が
る
と
掛
け

引
き
の
理
由
に
使
わ
れ
、
採
取
に

応
じ
な
い
桧
の
村
の
所
有
者
が
出

て
困

っ
て
い
る
と
い
う
話
で
、
全

く
他
人
事
と
は
思
え
な
い
。
民
族

の
遺
産
で
あ
る
文
化
財
な
ど
に
思

い
や
り
を
持

っ
て
く
れ
な
い
時
流

は
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
。

会

員

寄

稿

つ
れ
づ

れ

の
記

い
大
谷
相
模
橡
鋳
造
所

大

谷

　

秀

一

金
工
部
会
よ
り
原
稿
を
と
の
事

で
、
つ
れ
づ
れ
に
記
し
て
み
ま
す
。

先
般
、
長
遠
寺
多
宝
塔
修
理
工
事

の
見
学
の
時
、　
一
度
相
輪
に
つ
い

て
と
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、

製
作
方
法
は
諸
先
生
方
が
書
物
に

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
記
す
事
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（記
す

様
に
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
節

は
後
の
機
会
に
記
し
ま
す
。
）

今
日
ま
で
相
輪
の
修
理
及
び
新

調
は
、
縁
あ

っ
て
三
十
数
基
を
手

掛
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
修

理
さ
せ
て
頂
い
て
い
つ
も
思
う
の

で
す
が
、
青
銅
製
は
昔
は
材
料

（

青
銅
屑
）
が
高
価
で
あ

っ
た
た
め

か
、
案
外
薄
く
鋳
造
さ
れ
て
い
て
、

傷

（湯
界

・
穴
）
鋳
掛
け
後
の
有

る
の
を
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

鋳
鉄
製
は
錆
の
為
の
破
損
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

（擦
筒
の
継
ぎ

目
に
錆
が
溜
ま

っ
て
そ
の
上
、
製

品
の
缶
に
よ
り
膨
張
し
て
割
れ
て

出
席
者
　
い
大
谷
相
模
橡
鋳
造
所

・
０
川
面
美
術
研
究
所

。
い
金

寿
堂

・
⑪
さ
わ
の
道
玄

・
田
村

漆
工
∩

。
い
小
西
美
術
工
藝
社

・
い
さ
か
い
―
―
以
上
七
社

欠
席
者
　
山序
野
美
術
漆
工
業
的

・

④
鈴
木
銃
金
具
工
芸
社

。
い
青

銅
社

・
平
尾
総
本
店

・
帥
ブ

シ

・
佛
北
陸
銅
器
製
作
所

・
仙

細
川
社
寺
巧
藝
社

・
輸
森
本
餅

金
具
製
作
所
―
―
以
上
入
社
、

内
三
社
よ
り
委
任
状
提
出

《
総
会
》

圭献
長
は
慣
例
に
倣
い

小
西
会
長
が
就
く
。

一
、
前
年
度
事
業
報
告
。

＊
平
成
九
年
度
見
積
積
算
資
料

の
発
行
。

文
化
庁
建
造
物
課
、
　

文
化
財

建
造
物
保
存
技
術
協
会

へ
の
陳

情
と
説
明
は
、
二
月
十
七
日
小

西
会
長
と
会
員
代
表
と
し
て
川

面
、
岸
野
、
さ
わ
の
の
三
氏
が

行

っ
た
。

＊
①
全
国
国
宝
重
要
文
化
財
所

有
者
連
盟
後
藤
事
務
局
長
の
ご

指
導
に
よ
り
、
文
化
財
修
理
保

存
事
業
補
助
金
の
申
請
を
事
務

局
で
行
い
、
四
月
十
四
日
多
額

の
補
助
金
を
頂
く
。

二
、
会
報

「す
い
か
ず
ら
」
に
つ

い
る
状
態
で
す
。
）

製
作
さ
れ
た
当
時
は
、
良
い
材

料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
事
と
思
い

ま
す
が
、
後
世
に
至
っ
て
錆
の
た

め
破
損
す
る
と
は
思
っ
て
も
居
な

か
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
鋳
鉄
製
で
作
る
時
は
、

錆
び
な
い
鉄
か
、
錆
は
落
ち
て
も

溜
ま
ら
な
い
様
な
設
計
に
す
べ
き

で
す
。
そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
錆
に

よ
る
破
損
は
無
く
な
る
で
し
ょ
う
。

青
銅
製
品
に
も
芯
に
帯
鉄
を
入

れ
て
強
度
を
作

っ
た
つ
も
り
で
し

ょ
う
が
、
完
全
に
鋳
伍
さ
れ
て
い

れ
ば
良
い
の
で
す
が
少
し
で
も
表

面
に
出
て
い
る
と
、
そ
れ
よ
り
錆

の
膨
張
に
て
青
銅
製
品
を
割

っ
て

傷
口
を
年
々
大
き
く
し
て
い
ま
す
。

良
い
と
思
っ
て
さ
れ
た
事
が
、

一異
目
に
出
て
い
る
の
が
今
日
の
現

状
で
す
。

（水
煙
の
心
柱
や
露
盤

等
に
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
如
意
寺

の
塔
相
輪
も
そ
の

一
つ
で
す
。
）

修
理
し
て
も
又
、
穴
よ
り
水
が

入
れ
ば
錆
が
出
来
、
膨
張
す
れ
ば

割
れ
が
出
来
る
事
で
し
ょ
う
。

口
で
云
え
ば
、
中
心
に
入
れ
て

青
銅
を
鋳
入
す
れ
ば
良
い
の
で
す

が
、
十
ミ
リ
位
の
厚
み
の
処
へ
三

～
四
ミ
リ
位
の
鉄
帝
を
入
れ
て
有

り
ま
す
が
、
流
し
込
ん
だ
時
に
水

と
違

っ
て
金
属
の
溶
解
し
た
物
は

思
う
様
に
平
均
に
入
ら
ず
、
熱
の

い
て
。

＊

「す
い
か
ず
ら
」
第
三
号
発

行

（二
月
二
十
八
日
）

＊
原
稿
、
カ
ッ
ト
等
、
会
員
の

方
及
び
社
員
の
方
々
か
ら
も
募

集
、
紙
面
作
り
に
ご
協
力
を
。

＊
第
四

・
第
五
号
の
合
併
号
を

十
月
二
十
六
日
発
行
を
目
標
に

計
画
。

三
、
新
規
会
員
の
入
会

＊
三
月
に
会
員
の
承
認
を
経
て

入
会
決
定
。

い
森
本
銃
金
具
製
作
所
、
代
表

取
締
役
　
森
本
　
安
之
助
氏

（新
会
貝
名
簿
参
照
）
（８
頁
）

四
、
叙
勲
等
ご
紹
介
。

＊
八
年
十

一
月
　
い
さ
か
い
、

酒
井
　
清
氏
。
責
綬
褒
章
受
章

＊
九
年
六
月
　
④
川
面
美
術
研

究
所
、
川
面
稜

一
氏
。
選
定
保

存
技
術
保
持
者
　
建
造
物
彩
色

為
、
帯
鉄
が
変
化
を
生
じ
て
表
面

に
出
た
り
す
る
の
で
す
。

苦
心
の
作
を
見
せ
て
頂

い
て
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

製
作
工
程
は
昔
も
今
も
た
い
し

た
変
わ
り
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
鋳

型
を
作
る
の
に
枠
等
の
状
況
な
ど

を
考
え
て
い
る
と
時
の
過
ぎ
る
の

も
忘
れ
ま
す
。

ご
存
じ
の
方
は
次
回
に
記
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
阪
之
住
　
Ｏ

・
Ｓ

（原
文
の
ま
ま
）

西
本
願
寺
の
北
能
舞
台
を
ゆ
っ

く
り
と
拝
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
云
う
の
は
、
そ
の
暮
股
の
彩
色

復
原
工
事
の
余
暇
で
あ
る
。
こ
れ

が
日
本
最
古
の
能
舞
台
で
あ
る
こ

と
、
し
か
も
確
か
な
年
紀
が
あ

っ

た

（天
正
九
年
、　
一
五
人

一
年
）

事
を
思
い
、
鏡
板
の
雄
大
な
老
松

の
姿
に
は
以
前
か
ら
興
味
を
持

っ

て
居
た
。
二
条
城
の
襖
絵
の
松
を

認
定
。

五
、
収
支
報
告
。
紙
面
の
都
合
で

掲
載
せ
ず
。

六
、
今
後
の
活
動
計
画
。

＊
次
回
の
研
修
に
つ
い
て
。

滋
賀
県
方
面
の
提
案
あ
り
、
い

金
寿
堂
、
黄
地
氏
。
棚
さ
か
い
、

酒
井
氏
の
ご
協
力
を
得
て
金
工

関
係
を
主
眼
に
。
場
所
等
の
選

定
は
後
日
。
時
期
は
場
所
に
も

よ
る
が
十
月
末
か
ら
十

一
月
初

旬
に
行
い
た
い
。
尚
、
県
の
方

の
ご
協
力
も
得
た
い
。

＊
今
年
度
、
①
川
面
美
術
研
究

所
に
よ
る
彩
色
研
修
実
施
如
何
。

∩
さ
わ
の
道
玄
も
協
力
す
る
方

向
で
。
文
化
庁
と
相
談
の
上
。

七
、
そ
の
他
の
意
見
交
換
。

＊
平
尾
総
本
舗
、
退
会
の
件
。

参
加
者
（全
会
員
の
半
数
以
上
）

の
承
認
で
退
会
が
決
ま
る
。

＊
い
北
陸
銅
器
製
作
所
に
つ
い

て
は
、
い
金
寿
堂
、
輸
青
銅
社

の
両
氏
よ
り
動
向
を
確
認
す
る
。

（保
留
に
す
る
）

＊
当
協
議
会
の
会
長
及
び
部
会

長
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
変
わ

ら
ず
当
分
こ
の
ま
ま
で
行
く
。

＊
見
積
積
算
資
料
の
部
会
長
名

は
会
社
名
も
記
載
す
る
。

＊
い
大
谷
相
模
嫁
鋳
造
所
代
表

取
締
役
は
変
更
と
な
っ
た
が
、

当
協
議
会
は
従
来
通
り
の
部
会

長
名
で
名
簿
等
記
載
す
る
。

＊
協
議
会
の

一
部
の
会
員
か
ら

お
預
か
り
し
て
い
る
、
①
文
化

財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
へ
の

寄
付
金
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
各
々
の
会
員
に
返
金
す
る
。

（以
上
で
総
会
終
了
）

［後
記
―
―
漆
の
調
査
は
７
頁
］

先
股
末
、
お
願
い
し
ま
し
た
よ

う
に
会
員
の
皆
さ
ん
よ
り
投
稿
し

て
頂
き
た
く
、
再
度
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
こ
の
号
で
は
、
大
谷
秀

一
・
川
面
稜

一
・
沢
野
道
郎

・
小

西
陳
雄
の
各
氏
か
ら
原
稿
を
頂
き

ま
し
た
。

本
業
本
職
の
こ
と
、
近
頃
の
雑

感
、
趣
味

・
嗜
好
の
話
、
当
会
に

対
す
る
提
案

。
意
見

・
感
想
な
ど

も
有
り
難

い
と
思
い
ま
す
。

口
述
筆
記
も
承
り
ま
す
。
録
音

テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ
れ

ば
、
文
章
に
表
記
し
検
閲
を
受
け

て
か
ら
掲
載
し
ま
す
。
編
集
者
も

大
変
助
か
り
ま
す
の
で
ご
協
力
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
事
務
局
よ
り
〉

永
年
に
模
写
し
て
来
て
、
江
戸
時

代
の
狩
野
派
の
松
と
は
異
な
っ
た

姿
を
仄
に
見
て
細
部
を
よ
く
見
た

い
と
か
ね
が
ね
思
っ
て
居
た
。
二

条
城
よ
り
も
う

一
と
時
代
前
の
も

の
を
よ
く
研
究
す
る
こ
と
、
そ
れ

が
次
の
時
代

へ
ど
う
変
わ
っ
た
か

を
、
時
代
の
流
れ
を
考
え
る
こ
と

が
模
写
或
い
は
復
原
の
楽
し
み
で

あ
る
。

日
本
の
風
景
の
中
で
松
が
多
く

描
か
れ
て
い
る
事
に
再
び
驚
く
の

で
あ
る
。
松
の

一
番
古
い
作
例
は

法
隆
寺
金
堂
外
陣
の
長
押
上
小
壁

の
羅
漢
図
に
、
点
景
と
し
て
岩
山

に
素
朴
な
姿
の
様
式
的
な
松
と
思

わ
れ
る
樹
が
あ
る
。
奈
良
時
代
に

は
古
地
図
に
野
山
を
表
現
す
る
点

景
と
し
て
様
式
的
に
柑
か
れ
て
い

る
。
松
を
点
在
さ
せ
て
風
景
を
現

わ
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
日
本
に

は
松
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

春
日
権
現
霊
験
記
に
は
濃
彩
画
と

し
て
奈
良
の
春
日
山
の
見
事
な
松

林
が
描
か
れ
て
い
る
。
春
日
山
と

松
林
、
能
舞
台
の
鏡
板
の
松
、
能

の
始
ま
り
が
、
奈
良
の
春
日
大
社

参
道
の

一
の
鳥
居
の
左
側
の
四
角

い
土
壇
で
奉
納
能
が
演
じ
ら
れ
た
。

そ
れ
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
後

に
影
向
の
松
が
あ
る
。
神
が
松
の

木
に
降
臨
す
る
。
神
を
迅
え
て
演

能
を
始
め
る
。
演
能
の
第

一
曲
は

榊
歌
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
神
に

奉
納
す
る
演
技
が
屋
根
の
あ
る
小

舎
に
変
わ
っ
て
も
、
松
の
前
で
演

じ
る
事
が
演
者
に
も
観
客
に
も
求

め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
能
楽

の
家
元
は
奈
良
が
多
い
。

時
代
が
変
わ
っ
て
武
家
屋
敷
、

城
郭
の
大
広
問
等
の
襖
絵
に
も
松
、

老
松
、
海
浜
を
好
ん
で
描
か
れ
る

の
は
常
盤
の
緑
、
変
わ
ら
な
い
永

遠
の
緑
が
武
士
の
節
操
、
武
士
の

心
と
し
て
求
め
ら
れ
て
の
事
と
思

ムゝＷ夕。禅
文
化
―
―
水
塁
画
の
心
に
も
、

松
を
聴
く
心
が
大
切
に
さ
れ
、
水

塁
画
の
松
も
大
い
に
流
行
し
た
。

そ
の
下
敷
き
に
は
前
時
代
の
和
歌

の
心
が
重
要
な
基
礎
に
な
っ
て
い

る
。
松
頼
を
聴
く
と
な
る
と
海
浜

が
ふ
さ
わ
し
い
。
海
浜
の
松
が
主

題
と
な
っ
て
琳
派

へ
続
き
名
画
が

沢
山
出
て
く
る
。

一
般
的
に
は
能
舞
台
は
鏡
板
の

正
面
か
ら
葉
叢
が
七
五
三
と
整
然

と
並
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
全
く

自
由
な
老
松
を
右
の
後
見
口
あ
た

り
か
ら
臥
竜
の
よ
う
に
大
き
く
く

ね
ら
せ
て
ス
バ
ラ
シ
イ
迫
力
の
あ

る
松
と
推
定
さ
れ
る
。
幹
は
斜
光

ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
風
蝕
の
痕
跡
を

た
ど
り
、
苔
の
位
置
か
ら
判
断
し

た
。天

正
年
間
に
こ
れ
だ
け
の
大
画

け

一
７

ぎ
日襲
ド

老

松

仄

見

ｎ
川
面
美
術
研
修
所

川
面

　

稜

一

投

稿

の

お

願

い
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玄

澤
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郎
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面
の
絵
を
描
け
る
画
家
は
や
は
り

狩
野
派
の

一
流
の
人
で
あ
ろ
う
。

一
枚
の
絵
か
ら
類
推
し
て
画
家
名

を
考
察
す
る
事
は
難
し
い
。
類
似

の
図
柄
を
探
す
、
時
代
も
そ
の
前

後
と
か
、
所
在
地
の
隣

・
近
所
そ

の
前
後
左
右
を
よ
く
探
す
事
。

悪
い
言
葉
の
よ
う
だ
が
右
顧
左

師
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（原
文
の
ま
ま
）

わ
が
国
の
神
社
の
建
築
様
式
は
、

寺
院
建
築
の
影
響
の
も
と
に
成
立

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
朱
塗
塗
装
も
含
ま
れ
て
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
日
の
様
子

は
、
寺
院
建
築
よ
り
も
む
し
ろ
神

社
に
、
朱
塗
塗
装
の
伝
統
が
広
く

見
う
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
だ

が

一
方
で
は
、
伊
勢
神
宮
や
出
雲

大
社
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
白
木

造
り
の
社
殿
も
各
地
の
神
社
に
厳

然
と
し
て
あ
る
。
私
は
こ
の
二
つ

の
神
社
様
式
に
、
か
ね
が
ね
と
ま

ど
い
を
感
じ
て
い
た
。
ど
う
も
塗

装
の
あ
る
な
し
と
い
っ
た
、
単
純

な
問
題
と
し
て
片
付
け
ら
れ
な
い

を
造
り
凡
そ
考
え
ら
れ
な
い
様
な

商
売
で
稼
ざ
ま
く
り
、
新
し
い
ビ

ル
を
店
舗
を
次
々
と
建
て
て
広
告

費
を
注
ぎ
込
み
、
尚
躍
進
を
図
っ

て
い
る
別
の
業
界
も
あ
る
。

『
ウ

チ
の
仕
事
じ
ゃ
、
あ
ん
な
ビ
ル
は

建
て
ら
れ
な
い
ん
で
す
か
』
と
無

邪
気
な
顔
で
不
審
そ
う
に
聞
く
若

い
職
人
に
私
は
何
と
答
え
て
良
い

の
か
。

「あ
ん
な
ビ
ル
建
て
て
派

手
に
や
っ
て
い
た
っ
て
十
年
後
に

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
判
ら
な
い

よ
」
と
喋

っ
て
い
る
私
の
気
持
ち

の
中
で
、
ウ
チ
だ

つ
て
十
年
後
に

は
本
当
に
大
文
夫
か
な
と
不
安
が

か
す
め
る
。
世
間
様
が
好
景
気
で

湧
き
か
え

っ
て
い
た
時
も
そ
の
割

に
大
し
た
事
も
な
か
っ
た
し
、
バ

ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
て
マ
イ
ナ
ス

成
長
が
続
け
ば
こ
う
い
う
時
は
右

へ
な
ら
え
で
は
情
け
な
さ
す
ぎ
る

よ
ナ
ア
、
と
嘆
き
な
が
ら
あ
た
り

を
見
回
し
て
み
れ
ば
業
界
自
体
が

落
ち
込
ん
で
、
戦
後
第
三
か
第
四

の
波
を
か
ぶ
っ
て
い
る
感
じ
。
技

術
が
落
ち
て
し
ま

っ
て
、
オ
タ
ク

の
仕
事
ら
し
く
な
く
な
っ
て
る
ネ
、

な
ど
と
文
化
財
の
先
生
方
に
言
わ

れ
て
ド
キ
ン
と
来
た
。
で
も
技
術

を
磨
く
に
は
気
持
ち
の
も
ち
方
だ

け
で
は
駄
目
で
す
ネ
。
良
い
仕
事

を
ド
ン
ド
ン
出
し
て
頂
か
な
け
れ

ば
磨
く
努
力
も
機
会
も
無
く
な
っ

理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
ず
わ
が
国
の
神
道
の
特
色
は
、

人
百
万
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
多
種

多
様
な
神
々
が
存
在
す
る
こ
と
で

あ
る
。
最
高
神
と

い
う
も
の
は
な

く
、
皇
祖
神
で
す
ら
皇
室
が
独
占

し
て
祭
祀
す
る
の
み
で
、
国
家
神

と
ま
で
は
結
局
な
れ
な
か

っ
た
経

緯
が
あ
る
。
こ
の
多
様
な
神
々
の

存
在
は
な
に
を
暗
示
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

わ
が
国
歌
の

一
節
に

「
…
・…
‥

さ
ざ
れ
石
の
巌
と
な
り
て
苔
の
む

す
ま
で
」
と

い
う
く
だ
り
が
あ
る
。

私
は
水

い
問
さ
ざ
れ
石
の
意
味
を

誤
解
し
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
本
当

に
さ
ざ
れ
石
と

い
う
鉱
物
が
存
在

す
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で

あ
る
。
初
め
て
さ
ぎ
れ
石
に
対
面

し
た
時
、
よ
う
や
く
日
本
の
国
家

と
し
て
の
原
点
の
姿
が
素
直
に
理

解
で
き
る
思
い
が
し
た
の
で
あ
る
。

あ
た
か
も

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う

な
塊
の
中
に
、
様
々
な
形
や
大
き

さ
の
石
が
内
包
さ
れ
て
い
る
で
は

な
い
か
、
別
に
銘
石
で
も
な
ん
で

も
な
い
こ
の
石
を
特
定
し
、
国
家

の
状
態
を
た
と
え
て
い
る
と
解
釈

で
き
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

単

一
民
族
国
奈
で
は
な
い
。
す
く

な
く
と
も
建
国
の
時
点
で
は
、
玉

石
混
治
の
多
民
族
国
家
で
あ

っ
た

よ
う
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
が
そ

れ
ぞ
れ
の
神
を
信
奉
し
て
い
た
が

故
に
、
人
百
万
の
神
々
が
存
在
す

る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
か
。
し

か
し
今
だ
に
私
た
ち
日
本
人
に
は
、

仏
教
は
伝
来
し
た
が
、
神
道
は
国

有
の
信
仰
で
あ
る
と
い
う
強
い
思

い
こ
み
が
あ
る
よ
う
だ
。
特
に
明

治
以
降
か
ら
先
の
終
戦
ま
で
は
、

国
家
神
道
と
し
て

「神
道
」
を
強

く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
結
果
で
も
あ

る
と
思
う
。

記
紀
を
は
じ
め
と
す
る
諸
文
献

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
百
万

の
神
々
の
中
に
は
、
波
来
さ
れ
た

神
や
、
異
国
と
の
関
係
が
深
い
神

が
た
く
さ
ん
い
ら
し
ゃ
る
の
で
あ

る
。
た
だ
今
と
な
っ
て
は
、
仏
教

も
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
実
体

が
変
わ
り

「苔
む
し
て
」
う
か
が

い
し
れ
な
い
だ
け
で
あ
る
。
奇
し

く
も
人
幡
、
霧
島
、
住
吉
、
春
日
、

稲
荷
、
人
坂
、
浅
間
、
鹿
島
、
香

取
な
ど
、
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
が
、

朱
塗
の
社
殿
を
有
す
る
神
宮
や
神

社
の
祭
神
や
祭
祀
集
団
は
、
異
国

と
の
濃
密
な
関
係
が
明
確
な
の
で

あ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
神
社
の
朱
塗

の
伝
統
は
こ
の
よ
う
な
事
実
を
物

語

っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

（原
文
の
ま
ま
）

職
人
の
技
術
と
伝
承
に
つ
い
て

近
頃
の
斯
界
の
様
子
を
考
察
す
る

と
、
大
分
さ
ま
変
り
し
て
い
る
ナ

ア
と
思
う
。

技
術
者
の
家
に
生
ま
れ
、
そ
の

家
業
を
継
ぐ
の
は
当
た
り
前
だ
と

言
っ
た
の
は
、
第
二
次
大
戦
前
ま

で
だ

つ
た
。
祖
父
か
ら
親
爺
、
親

爺
か
ら
息
子
へ
と
い
う
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
に
は
、
技
術
を
誇
り
に
し
た

職
人
の
願
い
と
肉
親
と
し
て
の
信

頼
が
あ
り
、
経
済
的
に
波
が
あ

っ

て
も
腕
に
技
が
あ
れ
ば
喰
え
る
筈

だ
と
い
う
見
込
み
も
あ

っ
た
。

我
々
の
業
界
も
似
た
様
な
経
過

を
辿

っ
て
い
た
訳
で
、
そ
れ
で
こ

そ
伝
統
的
な
仕
事
が
受
け
継
が
れ

続
い
て
き
た
変
遷
も
あ

っ
た
。
考

え
て
み
た
い
の
は
第
二
次
世
界
大

戦
の
我
が
国
で
の
影
響
だ
。
祈
角

育
ち
始
め
た
若
者
を
戦
場
へ
出
し
、

国
策

（戦
時
下
の
国
の
方
針
）
に

逆
ら
え
な
い
事
業
の
転
換
、
主
人

倒
も
弟
子
側
も
戦
争

一
色
の
中
で

我
々
技
術
屋
の
仕
事
は
断
た
れ
て

い
っ
た
。
そ
し
て
終
戦
。
数
多
く

の
戦
病
死
者
を
出
し
、
敗
戦
の
失

望
と
厳
し
い
戦
後
の
生
活
の
中
で
、

立
ち
遅
れ
た
地
味
な
我
々
の
業
界
。

僅
か
に
戦
禍
か
ら
逃
れ
生
還
し
て

来
た
主
人
や
弟
子
達
に
与
え
ら
れ

た
仕
事
は
充
分
で
無
く
、
途
方
に

暮
れ
た
揚
句
無
念
の
転
職
を
強
い

ら
れ
た
者
も
多
い
。

兎
に
角
、
主
人
や
弟
子
達
に
と

っ
て

一
番
こ
た
え
た
の
は

『親
の

跡
な
ど
継
げ
る
か
』
と
い
う
子
供

等
の
考
え
方
だ

っ
た
。
親
た
ち
の

苦
し
い
生
活
の
様
を
見
る
に
つ
け
、

職
人
に
な
ん
か
な
る
も
の
か
と
他

の
道

へ

（多
く
は
公
務
員
や
大
企

業
の
社
員
な
ど
へ
）
進
む
状
況
に

な
っ
た
。
中
小
企
業
は
若
い
者
の

少
な
い
頭
で
っ
か
ち
の
構
成
に
な

り
、
そ
れ
で
も
細
々
と
技
術
の
灯

を
消
さ
な
い
で
と
努
力
し
、
生
き

残
り
を
図
っ
て
来
た
と
い
う
実
感

で
今
を
迎
え
て
い
る
人
達
が
こ
の

業
界
で
殆
ど
だ
と
思
う
。
全
く
良

く
や
っ
て
来
た
も
ん
だ
と
、
潰
れ

そ
う
で
潰
さ
ず
に
辛
酸
を
な
め
て

こ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
ん
だ
と
振

り
返
る
人
も
い
る
と
思
う
。　
一
方
、

文
化
財
関
係
と
は
程
遠
い
と
こ
ろ

で
、
似
た
様
な
技
術
の
仕
事
を
ど

ん
ど
ん
仲
ば
し
、
宗
教
的
な
製
品

・
鷹
舛
幸
則
な
ど
で
、
側
日
光
社

寺
文
化
財
保
存
会
か
ら
田
村
洋

一

が
参
加
し
た
。
今
日
か
ら
第
二
週

の
開
始
で
あ
る
。

初
日
の
今
日
は
何
文
化
財
建
造

物
保
存
技
術
協
会
か
ら
日
塔
和
彦

企
画
室
長
が
来
会
さ
れ
、
オ
ー
プ

エ
ン
グ
と
し
て
次
の
よ
う
な
講
義

を
さ
れ
た
。

『
修
理
施
工
』
と
題
し
て
、
保

存
修
理
の
目
的
か
ら
始
ま
り
、
設

計
監
理
と
修
理
の
技
術
者
、
文
化

財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、
修
理

工
事
報
告
書
の
作
成
に
至
る
ま
で

と
、
又
修
理
の
種
類
に
つ
い
て
解

体

・
半
解
体

・
部
分

，
屋
根

・
塗

装
の
各
修
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
修
理
の
サ
イ
ク
ル
な
ど
言
及

さ
れ
、
修
理
の
実
施
に
は
概
算
及

び
基
本
設
計

，
現
状
変
更

・
実
施

設
計

・
組
み
立
て

。
竣
工
が
あ
り
、

保
存
修
理
に
伴
う
調
査
に
は
、
実

測

・
破
損

・
仕
様

・
工
法
（技
法
）

・
構
成
部
材

・
痕
跡

（復
原
）

・

呑
付

・
塁
書
刻
銘

・
転
用
材

・
構

造
耐
力
等
の
調
査
が
必
要
と
さ
れ

る
。
そ
の
他
に
基
礎

。
発
掘

・
地

質
調
査
も
あ
り
、
科
学
的
調
査
と

し
て
原
材
料
分
析

・
赤
外
線
ま
た

は
紫
外
線

・
ｘ
線

・
年
輪
年
代

・

斜
光
ラ
イ
ト
な
ど
が
あ
る
。
又
、

民
族
的
な
調
査
も
あ
り
、
建
物
の

使
い
方
な
ど
も
興
味
あ
る
問
題
で

て
、
日
々
の
つ
な
ぎ
仕
事
を
消
化

す
る
の
み
。

或
る
業
者

（総
合
建
設
業
の
社

長
）
に
、
オ
タ
ク
は
人
の
抱
え
過

ぎ
だ
ヨ
、
と
言
わ
れ
る
。
ョ
ク
や

っ
て
る
ネ
、
感
心
す
る
ョ
、
と
。

彼
の
顔
を
見
て
私
は
不
安
に
な
る
。

ウ
チ
は
若
い
人
を
育
て
よ
う
と
し

て
能
力
以
上
に
抱
え
過
ぎ
て
い
る

の
か
ナ
、
と
何
回
目
か
の
反
省
を

し
て
み
る
。
で
も
、
あ
そ
こ
と
あ

れ
と
こ
の
仕
事
が
出
れ
ば
こ
の
位

の
人
員
は
必
ず
必
要
に
な
る
筈
だ
。

そ
の
時
に
対
応
出
来
な
い
の
は
業

者
と
し
て
情
け
な
い
、
と
彼
に
話

す
。

『
ソ
レ
は
あ
ん
た
の
思
い
過

ご
し
だ
ヨ
。
予
想
で
物
を
考
え
た

ら
駄
目
だ
ヨ
』
と
、
反
論
さ
れ
る
。

本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ

う
だ
つ
た
ら
や
っ
ぱ
り
少
数
精
鋭

主
義
で
行
く
べ
き
か
、
ど
こ
か
の

業
者
に
倣

っ
て
選
別
受
注
し
て
、

地
道
に
や
る
べ
き
な
の
か
な
、
と

千
々
に
乱
れ
る
。
む
し
ろ
そ
の
方

が
喰
べ
て
行
く
の
に
は
ベ
タ
ー
な

の
か
な
、
と
も
。

文
化
財
の
仕
事
を
頂
く
以
上
は

会
社
と
し
て
必
ず
利
益
を
挙
げ
納

税
し
な
け
れ
ば
、
国
や
地
方
自
治

体
の
補
助
金
が
入
る
工
事
を
頂
く

訳
だ
か
ら
当
然
と
考
え
て
い
た
が
、

ど
う
や
ら
そ
う
で
は
な
い
こ
と
も

起
き
て
い
る
。
所
得
税
も
十
分
に

納
め
な
い
業
者

（
一
人
親
方
の
類

に
近
い
）
で
も
指
名
さ
れ
競
争
入

札
す
る
事
が
可
能
な
の
だ
。
と
な

れ
ば
、
こ
れ
は
由
々
し
き
問
題
だ
。

で
先
程
の
社
長
に
聞
い
て
み
る
。

（
コ
レ
で
良
い
の
か
な
）
『良
く
も

悪
く
も
入
札
の
や
り
方
に
問
題
あ

り
、
と
す
る
ネ
』

（そ
う
か
、
物

言
え
ば
唇
寒
し
秋
の
風
っ
て
訳
だ

ナ
）

『オ
タ
ク
が
仕
事
を
取
れ
な

か
つ
た
時
に
文
句
を
言
う
の
は
判

る
け
ど
、
取
れ
た
時
は
ど
う
な
ん

だ
い
』

（ウ
ー
ン
）
と
何
や
ら
禅

問
答
の
感
じ
。
で
も
割
り
切
れ
な

い
感
慨
は
残
る
。

以
上
乱
雑
な
内
容
を
ま
と
め
て

み
る
と
、
企
業
の
管
理
者
と
し
て

将
来
を
考
え
、
現
況
を
見
据
え
、

ど
う
進
む
べ
き
か
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
機
に
来
て
い
る
。
業

界
も
他
の
業
界
も
襲
わ
れ
て
い
る

第
三
か
第
四
の
波
が
ヒ
タ
ヒ
タ
と

寄
せ
て
来
て
い
る
実
感
。
正
念
場

が
近
づ
い
て
い
る
危
機
意
識
が
強

い
。
職
人
の
技
術
と
伝
承
に
つ
い

て
ど
う
す
る
べ
き
か
と
、
自
ら
に

ま
た
他
に
聞
い
か
け
、
答
え
を
出

す
時
が
来
て
い
る
。

昭
和
か
ら
平
成

へ
と
年
号
は
二

つ
だ
が
、
こ
の
雑
文
を
書
い
て
い

る
愚
生
は
家
業
に
従
事
し
て
四
十

年
余
の
馬
齢
を
加
え
て
い
る
。
特

殊
な
業
界
の
あ
れ
こ
れ
、
職
人
の

技
に
つ
い
て
学
ぶ
べ
き
事
も
、
家

業
の
経
歴
を
見
る
と
こ
の
何
倍
も

の
変
遷
が
あ
り
、
到
底
習
得
出
来

る
も
の
で
は
な
い
が
、
古
老
達
が

時
々
物
語
っ
て
聴
か
せ
た

『古
き

良
き
時
代
』
は
確
か
に
あ

っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
（終
）

⑫
①

平
成
八
年
度
、
開
催
分

（″
す
い
か
ず
ら
ク

第
３
号
か
ら
の
続
き
）

日
光
二
社

一
寺
を
取
巻
く
老
杉

群
も
木
枯
ら
し
の
訪
れ
で
枯
れ
葉

を
散
ら
し
始
め
る
十
二
月
九
日
①

か
ら
、
側
日
光
社
寺
文
化
財
保
存

会
の
吉
原
北
宰
先
生
に
よ
り

『彩

色
技
術
中
級
研
修
』
が
開
か
れ
た
。

当
協
議
会
か
ら
の
参
加
は
研
修
生

名
簿
か
ら
列
記
す
る
と
、
い
岸
野

美
術
漆
工
業
か
ら
岸
野
寛
文

・
早

乙
女
初
太
郎
、
ｎ
斉
藤
漆
工
芸
か

ら
斉
藤
卯
乃

・
森
田
豊
、
ｎ
川
面

美
術
研
究
所
か
ら
吉
田
柱
子
、
ロ

さ
わ
の
道
玄
か
ら
笹
原
聖
子
、
い

小
西
美
術
工
藝
社
か
ら
北
山
彦
男

昭

和

か

ら

平

成

ヘ

そ

の

さ

ま

変

り

い
小
西
美
術
工
藝
社

小

西

　

陳

雄
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あ
る
。　
一
方
、
類
似
の
建
物
の
調

査
も
資
料
か
ら
歴
史
的
に
文
献
的

に
調
査
し
て
い
く
こ
と
が
多

い
。

な
ど
多
岐
多
種
に
亘
り
話
を
さ
れ
、

最
近
の
保
存
に
対
す
る
考
え
方
の

あ
れ
こ
れ
を
述
べ
ら
れ
、
貴
重
な

講
義
を
聴
講
し
、
実
技
研
修
に
移

っ
た
。

第
二
週
の
四
日
日
、
十
二
月
十

二
日
い
は
文
化
庁
文
化
財
保
護
部

建
造
物
課
よ
り
益
田
兼
房
主
任
調

査
官
が
来
晃
さ
れ
、
『
文
化
財
修
理

に
つ
い
て
』
講
義
さ
れ
た
槻
論
を

要
約
し
て
次
に
掲
載
い
た
し
ま
し

す
。

『明
治
四
年
に
明
治
政
府
の
太

政
官
布
告
で
文
化
財
の
分
布
調
査

が
全
国
的
に
な
さ
れ
、
明
治
三
十

年
に
は
社
寺
の
建
造
物
や
美
術
工

芸
品
に
対
象
を
限
定
し
た
も
の
で

は
あ
る
が
、
文
化
財
を
保
護
す
る

最
初
の
法
律

「古
社
寺
保
存
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。
木
や
紙
な
ど
の

壊
れ
や
す
い
素
材
か
ら
な
る
も
の

が
千
年
を
越
え
て
伝
承
さ
れ
て
き

た
の
は
、
氏
榊

・
権
現
や
太
子

・

大
師

・
祖
師
な
ど
の
人
格
神
的
存

在
と
そ
の
遺
さ
れ
た
建
物
や
品
々

を
、
あ
た
か
も
生
き
て
お
わ
す
か

の
ご
と
く
日
々
敬
う
日
本
的
な
宗

教
精
神
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ

っ
た

ろ
う
。
そ
れ
は
四
季
豊
か
な
自
然

と
の
共
生
に
基
づ
く
神
道
ア
ニ
ミ

別
記

漆
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て

①
全
国
国
宝
重
要
文
化
財

所
有
者
連
盟

事
務
局
長
　
後
藤
佐
雅
夫

全
文
連
で
は
日
本
漆
に
つ
い
て

調
査
を
実
施
し
、
集
計
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
問
題
点

が
多
く
あ
り
、
文
化
財
の
保
存
修

理
に
も
影
響
す
る
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。
調
査
の
対
象
は
漆
生
産
地

行
政
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

文
化
財
担
当
課
、
漆
生
産
組
合
、

漆
卸
業
者
、
漆
施
工
業
者
等
で
あ

り
、
本
国
お
集
ま
り
の
皆
様
に
も

ご
協
力
戴
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。調

査
結
果
の
う
ち
、
大
き
な
問

題
と
し
て
、
生
産
組
合
で
は
漆
樹

の
植
樹

・
掻
き
取
り
工
の
後
継
者

難
な
ど
放
置
で
き
な
い
問
題
で
あ

り
ま
す
。
次
に
皆
様
か
ら
戴
い
た

回
答
を
順
次
挙
げ
ま
す
と

ω
漆
樹
は
岩
手
県
浄
法
寺
町
、
茨

城
県
大
子
町
、
京
都
府
夜
久
野
町

の
全
部
で
約
二
十
三
万
本
あ
り
ま

す
。

（こ
の
他
に
も
未
回
答
で
石

川
県
輪
島
市
が
あ
り
ま
す
）
。漆
林

の
面
積
は
三
町
合
わ
せ
て
約
百
十

ズ
ム
や
、
六
世
紀
に
伝
来
し
て
後

に
こ
れ
と
習
合
し
た
国
際
的
宗
教

で
あ
る
仏
教
等
を
貫
く
も
の
で
あ

り
、
文
化
財
保
存
と
い
う
近
代
国

民
国
家
の
政
策
と
合
致
す
る
性
格

を
日
本
の
こ
れ
ら
宗
教
が
本
来
的

に
備
え
て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で

き
よ
う
。

大
正
八
年
に
は

「史
蹟
名
勝
天

然
記
念
物
法
」
が
制
定
さ
れ
、
ま

た
昭
和
四
年
の

「国
宝
保
存
法
」

を
経
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和

二
十
五
年
に
は
法
隆
寺
金
堂
火
災

を
契
機
に
全
分
野
の
総
合
的
な

「文
化
財
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ

た
。
平
成
四
年
に
批
准
し
た
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
遺
産
条
約
は
、
建
造

物
や
史
跡
な
ど
不
動
産
的
な
文
化

財
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
日
光
の
社
寺
も
将
来
推
薦
す

べ
き
暫
定
目
録
に
含
ま
れ
て
い
る
。

各
時
期
の
法
律
等
の
枠
組
み
は
文

化
財
保
護
の
パ
ト
ロ
ン
の
役
割
を

幕
府
か
ら
市
民
へ
と
受
け
継
が
せ
、

さ
ら
に
は
人
類
共
通
の
遺
産
と
し

て
の
価
値
の
認
知
を
世
界
に
求
め

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
日
光
の
本

来
の
宗
教
的
意
義
は
こ
れ
と
は
別

個
に
所
有
者
で
あ
る
三
社

一
寺
に

よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
し
、
今
後

と
も
そ
の

一
層
の
協
調
融
和
に
よ

り
、
将
来
の
世
代
へ
向
け
て
確
実

に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

日
光
の
文
化
財
建
造
物
修
理
の

特
徴
は
、
解
体
修
理

・
復
原

・
現

状
変
更
等
を
伴
う
根
本
修
理
を
す

る
の
で
な
く
、
漆
や
彩
色
な
ど
の

木
材
表
面
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
き

れ
い
に
維
持
修
理
し
て
ゆ
く
点
に

あ
る
。
「本
物
」
と
し
て
の
保
存
の

上
で
は
よ
り
好
ま
し
い
方
法
と
い

え
、
毎
年
継
続
的
な
維
持
修
理
を

行
う
こ
と
で
、
そ
の
保
存
技
術
が

確
実
に
伝
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
日
光
の
文
化
財
建

造
物
修
理
の
た
め
に
、
政
府
が
昭

和
二
十
五
年
以
来
毎
年
そ
の
補
助

事
業
を
継
続
し
て
き
た
の
や
、
文

化
財
保
存
技
術
と
し
て

「魁
造
物

彩
色
」
を
認
定
し
た
の
も
そ
の
た

め
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

絵
画
や
塗
装
を
支
え
る
技
術
が
江

戸
時
代
以
来
変
化
し
て
い
な
い
か

と
言
え
ば
、
当
初
、
寛
永
、
寛
政
、

明
治
、
そ
し
て
戦
後
と
、
い
く
つ

も
の
変
化
の
時
期
を
経
て
き
て
い

る
と
見
ら
れ
る
。

私
の
国
宝
本
願
寺
唐
門
修
理
の

経
験
で
は
、
断
片
的
に
残
る
彩
色

顔
料
の
科
学
分
析
を
東
京
国
立
文

化
財
研
究
所
に
依
頼
し
て
桃
山
時

代
の
彩
色
復
原
を
行

っ
た
が
、
最

後
の
決
定
に
は
川
面
画
伯
を
中
心

と
す
る
同
時
期
の
絵
画
彩
色
技
法

に
つ
い
て
の
専
門
的
知
識
の
蓄
積

に
基
づ
く
芸
術
的
判
断
が
不
可
欠

だ

っ
た
。
建
築
彩
色
の
技
術
や
技

能
の
伝
承
方
法
は
、
日
光
に
は
そ

の
独
自
の
流
儀
が
あ

っ
て
当
然
で

あ
る
が
、
芸
術
技
能
分
野
の
確
実

な
継
承
と
と
も
に
、　
一
方
で
科
学

的
な
検
証
や
変
遷
を
た
ど
れ
る
客

観
的
資
料
の
保
存
や
見
本
の
蓄
積

も
大
切
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今

後
は
国
際
的
視
野
か
ら
見
て
、
日

光
の
文
化
財
は
東
ア
ジ
ア
地
域
共

通
の
遺
産
と
し
て
の
性
格
を
ど
の

よ
う
に
持

っ
て
い
る
か
、
「本
物
」

と
し
て
の
価
値
を
維
持
し
て
い
け

る
修
理
の
体
制
や
技
術
技
能
、
材

料
等
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
、

研
究
や
検
討
を
深
め
る
べ
き
課
題

も
多
い
。

「建
造
物
彩
色
」
保
存

技
術
の
保
持
団
体
で
あ
る
、
こ
こ

①
日
光
社
寺
文
化
財
保
存
会
で
の

彩
色
技
術
研
修
が
、
大
き
な
成
果

を
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
』
以
上
、
大
変
短
い
時
間
な
が

ら
有
益
な
お
話
を
承
り
ま
し
た
。

こ
の
文
化
財
建
造
物
彩
色
技
能

者
（中
級
）
研
修
会
の
時
間
割
を
見

る
と
、
研
修
担
当
の
吉
原
先
生
に

よ
る

「彩
色
図
案
構
成
」
や

「彩

色
仕
様
」
の
実
質
的
な
講
義
が
も

た
れ
た
。
見
学
と
し
て
建
造
物
彩

色
、
彩
色
施
工
に
つ
い
て
現
場
の

状
況
を
研
修
し
た
。
実
習
は

「伏
彩
色
」
技
法
や
、

「揚
げ
写
し
」

技
法
、
ま
た

「逗
筆
」
技
法
や

「彫
刻
写
生
」
技
法
な
ど
を
受
講
し

た
。
講
義

一
〇
時
間

。
見
学
六
時

間

・
実
習
六
十
人
時
間
、
計
八
十

四
時
間
に
及
ぶ
有
意
義
な
研
修
で

あ

っ
た
が
以
下
略
述
す
る
。

一
、
砂
子
。
普
通
は
砂
子
蒔
き
と

呼
び
、
板
戸
絵

・
襖
絵

・
絵
巻
物

等
に
雲
模
様
、
ま
た
霞
模
様
と
し

て
胡
麻
粒
大
に
金
箔
を
加
工
し
た

料
を
蒔
き
散
ら
し
た
も
の
。

二
、
石
目
。
金
箔
を
彩
画
面
の
必

要
に
応
じ
た
大
き
さ
、
四
角
形
に

我
ち
切
り
、
膠
水
を
刷
毛
引
き
し

た
上
に
散
ら
す
。
石
目
置
き
、
と

も
言
う
。

三
、
禾
。
金
箔
を
細
長
状

（約
１

剛
）
に
裁
り
、
膠
引
き
し
た
上
に

散
ら
し
て
行
く
。
同
じ
く
こ
の
作

業
を
禾
置
き
、
と
呼
ぶ
。

（文
責

・
小
西
）

六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
。
今

後
植
栽
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

②
漆
採
取
者
す
な
わ
ち
掻
き
取
り

工
は
三
町
で
約
二
十
四
人
で
五
十

才
代
が
最
も
多
く
約
二
十
六
％
に

当
た
る
十
四
人
で
、
次
に
六
十
才

代
の
二
十
四
％
、
五
十
才
代
の
二

十
％
、
七
十
才
代
で
十
七
％
で
四

十
歳
以
上
が
八
十
七
％
で
あ
り
先

行
き
が
心
配
で
す
。

①
漆
の
生
産
量
は
約
二
五
〇
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
で
消
費
量
三
二
〇
〇
〇

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
十

一
％
程
度
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
消
費
数
量
は
漆
器

生
産
業
界
の
漆
器
類
も
入
っ
て
い

ま
す
の
で
、
多
少
の
相
関
々
係
は

あ
り
ま
す
が
全
体
を
知
る
上
で
貴

重
な
デ
ー
タ
で
あ
り
ま
す
。

い
漆
の
供
給
先
は
東
京
都
、
京
都

府
、
岐
阜
県
、
福
井
県
が
主
た
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
石
川
県

の
輪
島
塗
の
よ
う
に
大
量
に
使
わ

れ
る
場
所
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
掻
き
取
り
工
と
直
接
取
引
を

し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
様
で
す
の

で
供
給
先
に
つ
い
て
は
明
確
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

①
こ
の
よ
う
に
日
本
産
漆
は
調
査

対
象
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
現

況
全
使
用
量
の
三
％
乃
至
七
％
程

度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
状

況
で
の
不
足
分
は
外
国
産
漆
に
依

存
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
文
化

庁
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
実
態
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
中
国
産
漆
が
六

十
五
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
台

湾
漆
が
二
十
三
％
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ

産
漆
が
十
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

然
し
今
回
の
調
査
で
は
殆
ど
が
中

国
産
で
あ
り
、
中
国
の
安
康
、
城

日
、
竹
漠
、
巫
濃
、
毛
填
、
宝
鳴

な
ど
で
産
出
し
て
い
る
も
の
を
輸

入
し
て
い
ま
す
。

０
漆
の
用
途
に
つ
い
て
は
古
い
デ

ー
タ
で
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
最

も
多
い
の
は
漆
器

・
仏
具
で
六
十

二
％
、
次
い
で
染
色
型
紙
の
十
二

％
、
次
に
建
具

・
建
築
の
九
％
で

我
々
の
関
係
す
る
も
の
は
第
三
位

で
あ
り
ま
す
。

⑦
漆
生
産
に
対
す
る
問
題
点
と
し

て
は
、
現
在
生
漆
の
九
十
七
％
を

輸
入
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
産
漆

よ
り
国
内
産
漆
の
方
が
品
質
は
良

く
高
級
漆
器
類
の
仕
上
げ
と
し
て

は
な
く
て
は
な
ら
な
ぬ
も
の
で
す

が
、
生
産
量
が
少
な
く
、
そ
の
上

価
格
も
高
い
の
で
需
要
も
低
く
な

つ
て
い
ま
す
。
日
本
産
漆
は
大
気

汚
染
に
強
く
、
建
築
の
修
理
周
期

が
長
い
た
め
日
本
産
漆
を
使
い
た

い
が
絶
対
量
と
価
格
差
で
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
外
国
産

に
依
存
し
て
い
ま
す
が

一
呑
良
質

と
さ
れ
て
い
る
中
国
産
漆
で
も
産

地
や
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
製
品
に
バ

ラ
ツ
キ
が
あ
り
、
不
純
物
の
多
い

漆
も
あ
り
ま
す
。

①
日
本
産
漆
の
確
保
に
つ
い
て
で

す
が
、
漆
産
業
の
不
況
に
よ
り
漆

自
体
の
需
要
が
激
減
し
て
い
る
状

態
で
、
漆
採
取
者
の
生
活
の
安
定

が
出
来
な
く
な
り
、
生
産
が
益
々

減
少
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

以
上
の
ほ
か
、
皆
様
か
ら
の
回

答
は
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
時

間
の
都
合
で
省
略
さ
せ
て
戴
き
、

皆
様
の
ご
回
答
を
も
と
に
私
の
感

想
を
述
べ
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

『
日
本
産
漆
は
強
度
も
あ
り
品
質
も

良
い
の
で
す
が
、
高
額
な
た
め
需

要
が
少
な
く
生
産
量
が
低
い
の
に

過
剰
気
味
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
安
易
に
外
国
産
に
た
よ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
外
国
産
漆
の
殆
ど

は
中
国
産
で
あ
り
ま
す
が
中
国
産

が
す
べ
て
悪
い
の
で
は
な
く
高
品

質
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
建
造

物
関
係
の
修
理
周
期
が
早
い
欠
点

を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
建
造
物
保
存
修
理
に
は

日
本
産
漆
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す

が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
生
産
出
来

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
漆

業
界
全
体
が
中
国
産
に
た
よ
っ
て

い
ま
す
が
、
最
近
の
中
国
は
高
度

成
長
期
に
入
り
採
取
者
の
減
少
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

木
材
の
よ
う
に
台
湾
槍
が
駄
目

な
ら
ラ
オ
ス
檜
や
カ
ナ
ダ
槍
と
い

う
よ
う
に
、
漆
も
中
国
が
駄
目
な

ら
ヴ

ェ
イ
ト
ナ
ム
を
中
ｔ
と
し
た

東
南
ア
ジ
ア
に
生
産
地
を
移
す
と

い
っ
た
よ
う
な
、
そ
の
場
し
の
ぎ

の
考
え
方
が
漆
の
場
合
に
も
出
て

来
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

ま
す
。
日
本
の
文
化
財
修
理
は
日

本
産
漆
で
実
施
す
る
よ
う
文
化
庁

で
指
導
し
て
戴
く
と
、
そ
れ
が
漆

採
取
者
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
』

今
日
は
漆
の
こ
と
で
お
時
間
を

戴
き
ま
し
た
が
、
社
寺
建
造
物
美

術
協
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

漆
の
他
に
彩
色
部
会
や
金
工
部
会

が
あ
り
ま
す
が
今
日
は
漆
の
み
の

話
に
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

（ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
）

◎
お
知
ら
せ

平
成
九
年
六
月
、
当
会
彩
色
部

会
長
ｎ
川
面
美
術
研
究
所

・
川
面

稜

一
氏
が
文
部
大
臣
よ
り

「建
造

物
彩
色
」
選
定
保
存
技
術
保
持
者

の
認
定
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
文

化
財
建
造
物
の
彩
色
部
門
に
於
け

る
功
績
が
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で

す
。
去
る
九
月
の
第
九
回
通
常
総

会
で
披
露
さ
れ
、
協
議
会

一
同
か

ら
祝
意
を
申
し
上
げ
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。
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÷
■
■
■
■
■
中
■
÷
■
÷
÷
■
↑
■
■
■
■
中
÷
■
■
■
■
■
■
÷
■
↓
中
■
■
■
中
■
■

少
な
い
需
要
の
中
で
後
継
者
を
育
て

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
仕
事
を
し
て
い
る
限
り
、
そ
の
品

硼
浅
　
井

賓
〓

田
遊

今
回
は
漆
関
連
で
、
地
の
粉

・
砥
の

粉
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

両
方
と
も
、
「土
」
か
ら
作
り
ま
す
。

砕
石
し
て
水
干
の
段
階
で
、
荒
い
も
の

が
地
の
粉
、
細
か
い
も
の
が
砥
の
粉
と

選
り
分
け
ら
れ
ま
す
。

昔
は
福
井
に
塗
師
が
多
く
、
京
の
都

と
の
行
き
交
い
上
の
地
便
の
良
さ
と
、

均
等
良
質
な
も
の
が
採
れ
た
と
の
こ
と

か
ら
主
に
京
都
山
科
が
産
地
と
し
て
残

っ
た
よ
う
だ
と
の
こ
と
。

木
地
の
目
止
め

（木
肌
を
整
え
る
）

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
最
近
は

ウ
レ
タ
ン
塗
料
、
合
成
樹
脂
の
普
及
、

合
板
の
利
用
や
、
柱

・
襖

・
障
子
の
見

え
な
い
木
離
れ
し
た
生
活
環
境
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
使
用
量
も
減
少
。

物
は
も
う
製
造
し
て
い
ま
せ
ん
と
は
言

え
な
い
。
原
材
料
は
山
が
あ
る
限
り
途

切
れ
る
事
は
な
い
と
は
言
え
、
こ
の
様

な
状
況
の
中
で
、
天
然
材
料
に
近
い
新

し
い
も
の
を
開
発
し
、
提
供
し
て
い
く

努
力
が
大
切
。
」
と
浅
井
さ
ん
は
お

っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
北
区
田
端
三
―
十
五
―
十

一

ＴＥＬ
Ｏ
三
十
三
八
二
八
十
六
六
八

一

※
日
祝
定
休

・
土
曜
半
日

■
÷
■
■
÷
■
÷
■
■
■
■
中
■
÷
÷
■
÷
■
■
中
中
■
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五
年
後
に
は
こ
う
な

っ
て
い
る

だ
ろ
う
と
予
則
を
し
て
、
ピ
タ
リ

と
当
た

っ
た
た
め
し
は
あ
ま
り
な

か

つ
た
が
、
ひ
と
昔
前
に
は
狙

っ

て
射
た
矢
の
左
右
の
ブ
レ
は
三
〇

度
位
の
角
度
に
近
い
処
ま
で
行

っ

て
い
た
様
な
気
が
す
る
。
平
成
の

年
号
に
も
慣
れ
、
時
流
が
変
わ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
変
車
が
鷲
く
ほ

ど
進
ん
で
来
て
い
る
。
今
や
三
年

後
ど
こ
ろ
か
来
年
の
今
頃
は
な
ど

と
言
っ
て
い
る
と
、
お
ま
え
の
処

は
大
丈
夫
か
と
言
わ
れ
そ
う
な
按

配
だ
。

会
報
の
遅
れ
は
ひ
と
え
に
事
務

局
の
怠
慢
で
平
に
お
詫
び
い
た
し

ま
す
が
、
今
度
は
合
併
号
と
い
う

こ
と
で
通
年
で

一
回
に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。
こ
の

一
年
で
も
新
し
く

入
会
さ
れ
た
会
員
も
あ
れ
ば
、
退

会
さ
れ
る
会
貝
も
あ

っ
た
。
会
員

の
分
布
が
東
西
広
域
に
亘

っ
て
い

て
、
総
会
の
会
場
を
あ
ち
こ
ち
選

ぶ
の
に
は
好
適
だ
が
、
遠
路
ご
来

駕
の
ケ
ー
ス
も
出
て
来
る
。

出
来
得
れ
ば
会
員
で
あ
る
代
表

者
や
会
社
役
員
の
他
に
、
社
員
の

方
々
の
出
席
が
あ
れ
ば
併
せ
て
研

修
の
方
法
も
色
々
と
講
じ
ら
れ
る

の
だ
が
、
今
の
経
済
情
勢
で
は
無

理
に
と
も
言
え
な
い
し
、
や
は
り

地
域
分
布
の
広
さ
も
嘆
か
わ
し
い

現
実
か
な
。
自
分
の
会
社
の
仕
事

の
テ
リ
ト
リ
ー
で
考
え
れ
ば
、
ご

く
僅
か
の
範
囲
で
し
か
研
修
出
来

な
い
事
に
な
る
の
で
、
協
議
会
の

研
修
に
出
る
場
合
の
意
義
は
大
き

い
筈
と
思
う
。
何
と
か
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
お

願
い
す
る
し
か
な
い
。
（西
）
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「社寺建造物美術協議会」名簿
平成 9年 10月(五十音順 )

法人名(個 人名) 代表者名 住 所 TEL・ FAX選評号

1 (株)大谷相模檬鋳造所 大 谷 秀 ― 〒537-0領1大阪府大阪市東成区東今里2620 ＴＥＬ
際

06-971-6571

06-971-6511

(有》II面 美術研究所 川 面 稜 ― 〒Ы68242京都府京都市右京区鳴滝本町69-2
TEL 075-464-0725

FAX 075-464-0099

岸野美術漆工業(株 ) 岸 野  勲 〒3劉J404栃木県日光市御幸町587
TEL 0288-54-0072

FAX 0288-53-3366

(株)金  寿  堂 黄 地 耕 造 〒5270122 滋賀県愛知郡洲東町大字長273
TEL 0749-45-0003

FAX 0749-45-0505

(株ンJヽ 西美術工藝社 原 燕
ユ

〒1080074東 京都港区高輪1-5-22

〒3劉引4創 栃木県日光市山内2365
ＴＥＬ
朧
ＴＦ‐

(有)齋 藤 漆 工 芸 齋 藤 敏 彦 〒2701434千葉県印膳郡白井町大山口119-2
TEL 0474-91-8712

FAX 0474-91-9046

(株)さ   か   い 酒 井  清 〒520-23馴 滋賀県野州郡野州町小篠原7-1
TEL 0775-87-1178

FAX 0775-87-5355

(有)さ わ の 道 玄 澤 野 通 郎 〒Ы58927京都市西京区上桂宮ノ後町732 TEL 075-391-6673

FAX 075-391-9951

(有)鈴木紡金具工芸社 鈴 木 重 信 〒3劉 J射 2栃木県日光市東和町62
TEL 0288-53-1121

FAX 0288-54-3263

(株)青  銅  社 稲 見  晃 〒9330806官 山県高岡市赤祖父94-1
TEL 0766-25-1139

FAX 0766-25-5231

11 田 村 漆 工 (有 ) 田 村 貫 ― 〒420-0886静岡県静岡市大岩牛3114 TEL 054-249-0538

FAX 054-249-0539

(株)ブ    シ 安 達 譲 治 〒1刊 ―Ol133東 京都豊島区高田1-36-22
TEL 03-3988-3471

FAX 03-3980-3291

(株)北 陸銅器製作所 米 田  昭 〒933-0806官山県高岡市赤祖父548
TEL 0766-25-5800

FAX 0766-25-2497

(株)細 川社寺巧藝社 細川夫美子 〒6Ы 2242神 戸市西区井吹台東町1-5-13-301
TEL 078-997-7178

FAX 078-997-7179

(株)森本錫金具製作所 森本安之助 〒6008321 京都市下京区楊梅通西洞院東入八百屋町59
TEL 075-351-3772

FAX 075-361-3877


